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●
給
与
抑
制
措
置
の
影
響
分
を
除
い
た
公
民
較
差
(
0
.

83
%
．

3 .
4
1
1

円）

を
基
本

●
給
与
抑
制
措
置
後
の
公
民
較
差
（
試
算）

は
(
4
.

25
%
•
1
6 .
7
8
7
円）

●
一

時
金
（
ボ
ー

ナ
ス）

引
き
上
げ
(
4.

20
月
↓
4.

30
月）
（
民
間
の
支
給
月
数
は
4.

30
月
分）

●
経
過
措
置
額
（
現
給
保
障
額）

は
「
本
県
の
実
情
を
考
慮
し 、

適
切
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る」

●
給
与
抑
制
措
置
（
独
自
カ
ッ
ト）
は
「
解
消
方
針
を
明
確
に
し 、
確
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る」

10
月
19
日 、

兵
庫
県
人
事
委

員
会
は
知
事
及
び
県
議
会
議
長

に
対
し
て
「
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
勧
告
・

報
告」

を
お
こ

な
っ
た 。

こ
の
間 ‘

兵
教
組
は
組
合
員

一
人
1

通
の
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ

の
と
り
く
み 、

各
地
区
代
表
者

に
よ
る
要
請
行
動 ‘

9
.

29
第

1
波
統一
決
起
集
会 ‘

人
事
委

員
会
事
務
烏
長
交
渉
後
の
全
支

部
か
ら
の
F
A
X
要
請
行
動
な

ど ‘

大
衆
行
動
を
積
み
上
げ
て

き
た 。人

事
委
員
会
は ‘

月
例
給
に

つ
い
て
「
給
与
抑
制
措
置
の
影

響
分
を
除
い
た
公
民
較
差
を
基

本」
と
し
て 、
そ
の
較
差
が
3 ,

4
1
1
円
(
0
.

83
%）

と
職

員
の
月
例
給
が
民
間
給
与
を
下

回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら ‘

民
間

給
与
と
の
均
衡
を
は
か
る
た

め ‘

引
き
上
げ
改
定
を
お
こ
な

う
必
要
が
あ
る
と
し
た 。

し
か
し
な
が
ら 、

私
た
ち
は

給
与
抑
制
措
置（
独
白
カ
ッ
ト）

に
よ
り ‘

給
与
を
減
額
さ
れ
て

お
り 、

そ
の
較
差
と
し
て
「
職

員
給
与
が
民
問
従
業
員
給
与
を

1
6 ,
7
8
7
円
(
4
.

25
%

）

下
回
っ

て
い
る」
こ
と
も
報
告

で
ふ
れ
て
い
る 。
こ
の
較
差
こ

そ
が
実
質
の
公
民
較
差
で
あ

り 、

兵
庫
県
の
「
第
3

次
行
財

政
構
造
改
革
推
進
方
策」
（
第

3
次
行
革
プ
ラ
ン）

に
よ
る
私

た
ち
の
痛
み
を
表
し
た
も
の
で

あ
る 。

/
·, 

｛ ＼ 
一

時
金
／

一
時
金
に
つ
い
て
は ‘

本
県

職
員
の
期
末
・

勤
勉
手
当
の
年

間
支
給
月
数
4
.

20
月
分
に
対

し 、

民
間
事
業
所
の
平
均
支
給

月
数
は
4
.

30
月
分
と
職
員
の

一
時
金
が
民
間
給
与
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら ‘

民
間
給
与

と
の
均
衡
を
は
か
る
た
め ‘
一

時
金
を
o
.

10
月
引
き
上
げ

4
.

30
月
と
し
た 。

な
お ‘

引

き
上
げ
に
あ
た
っ

て
は ‘

勤
務

実
績
に
応
じ
た
給
与
を
推
進
す

る
た
め ‘

引
き
上
げ
分
を
勤
勉

手
当
の
6
月
期
及
び
12
月
期
で

肩
胃
編・
一

均
等
に
配
分
す
る
こ
と
と
し

た 。

し
か
し 、
一
時
金
の
引
き

上
げ
が
勤
勉
手
当
へ
の
配
分
と

さ
れ
た
こ
と
は ‘

育
休
者
や
非

常
勤
職
員
等
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
課
題
が
残
る
こ
と
と
な
っ

た 。
今
年
度
の
公
民
較
差
は ‘

本

県
で
は
「
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し」

に
お
け
る
16
年
度
の

地
域
手
当
の
引
き
上
げ
が
お
こ

な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら ‘

国
を
相
当
上
回
る
較
差
と
な

り ‘

給
料
表
の
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
を
除
い
た
残
り
の
較
差

公
民
較
差
イ
メ
ー
ジ
図

県
教
育
長
宛「

瞬頸含」

今
後 ‘
県
当
局
・

県
教
委
が ‘

国
（
臨
時
国
会
等）

や
他
の
都

遊
府
県
の
動
向 ‘

第
3

次
行
革

プ
ラ
ン
の
総
点
検
等
を
理
由

に 、

さ
ら
な
る
制
度
改
悪
を
提

起
し
て
く
る
こ
と
も
想
定
さ

れ ‘

予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い

た
た
か
い
と
な
る 。

私
た
ち
は

2
0
1
6

年
対
県
確
定
闘
争
勝

段
陛
的
縮
小
と
は
な
っ

て
い

る
も
の
の ‘

9
年
目
と
な
る
長

ー

＿

独
自
カ
ッ
ト

一

月
例
給

ヽ

' '
'-ノ

民間給与

412,158円

--------- ---------------------------- ----------------------
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芯:��し?
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億与栂目措量庸）
職員給与

408,747円

（給与揮租l措置綾）
職員給与

395,371円

に
つ
い
て
は 、

地
域
手
当
で
措

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た 。

国

は ‘

較
差
を
解
消
す
る
手
段
と

し
て 、

地
方
に
は
な
い
本
府
省

業
務
調
整
手
当
へ
配
分
し
て
お

り ‘

粘
り
弾
い
と
り
く
み
の
成

果
と
な
っ
た 。

一況
給
保
障

9、
〗

経
過
措
置
額（
現
給
保
障
額）

に
つ
い
て
は 、
「
給
与
構
造
改

革」
「
総
合
的
見
直
し
l

と
も一
国

及
び
他
の
都
道
府
県
の
動
向
も

踏
ま
え
た
上
で ‘

本
県
の
実
情

を
考
慮
し ‘

適
切
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る」

と
報
告
で

ふ
れ
ら
れ
た
こ
と
は
容
認
で
き

る
も
の
で
は
な
い
が ‘

い
ず
れ

の
「
本
県
実
情」

に
お
い
て
も

昨
年
か
ら
変
更
は
な
い
と
し
た 。

期
に
わ
た
る
独
自
カ
ッ
ト
に
つ

い
て
は 、

こ
れ
ま
で
私
た
ち
が

即
時
回
復
を
頼
く
も
と
め
て
き

た
に
も
関
わ
ら
ず ‘

今
回
も
中

止
の
勧
告
と
は
な
ら
な
か
っ

た 。

人
事
委
員
会
は
「
人
事
委

員
会
勧
告
制
度
と
は
別
の
観
点

か
ら
提
案
さ
れ 、

毎
年
度
労
使

問
で
十
分
に
協
議
さ
れ
た
上
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る」

と
い
う
認
識
は
こ
れ
ま
で

同
様
と
し
て
い
る 。

し
か
し ‘

報
告
文
の
「
お
わ

り
に」

に
お
い
て 、
「
給
与
抑

制
措
置
は ‘

本
委
員
会
の
勧
告

に
枯
づ
く
給
与
決
定
と
は
別
の

観
点
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り ‘

あ
く
ま
で
期
間
を
限
定
し
た
緊

急
的・
臨
時
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る」
と
し
て ‘

「
現
在
実
施
中
の
第
3

次
行
革

プ
ラ
ン
3

年
目
の
総
点
検
に
お

い
て ‘

改
革
期
間
内
に
お
け
る

当
該
抑
制
措
置
の
解
消
方
針
を

明
確
に
し ‘

確
実
に
実
行
さ
れ

る
こ
と
を
要
請
す
る」

と
の
見

解
を
引
き
出
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は ‘

私
た
ち
の
強
い
m心
い
を

ふ
ま
え 、

こ
れ
ま
で
以
上
に
強

く
要
請
し
た
も
の
と
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
る 。

完
全
集
約
を
！

利
に
む
け 、

各
支
部
で
の
要
求

実
現
集
会
を
成
功
さ
せ ‘

県
教

育
長
宛
「
要
求
書」
の
完
全
集

約 ‘

全
分
会
か
ら
の
は
が
き
行

動
を
は
じ
め
と
し
た
よ
り
い
っ

そ
う
頼
固
な
団
結
と
闘
争
態
勢

を
確
立
し ‘
た
た
か
い
ぬ
こ
う 。

※
詳
細
は
教
育
ひ
ょ
う
ご
速
報
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｀一―-11 ,

1；し、
ら9.
9
日（

こ
ど
も
の
詩
と
絵

兵
教
組
は
10
月
25
日 、

県

教
委
と
第
1

回
給
与
確
定
交
渉

を
お
こ
な
っ
た 。

高
井
教
育
長
は
兵
庫
県
の

新
行
財
政
構
造
改
革
推
進
方
策

（
新
行
革
プ
ラ
ン）

に
つ
い
て

「
08
年
度
か
ら
の
行
革
に
も
と

づ
く
給
与
抑
制
措
贈
に
つ
い

て ‘

本
年
度
も
引
き
続
き
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り 、

こ
の

こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る」

と
述
べ 、
「
本
日

の
段
階
で
は 、

ま
だ
具
体
的
な

回
答
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い」

と
し
て 、

人
事
委
員
会
の

報
告
及
び
勧
告
の
内
容
を
説
明

し 、

国
•

他
府
県
の
状
況 ‘

依

然
と
し
て
厳
し
い
県
財
政
等
の

諸
情
勢
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

た 。

こ
れ
に
対
し
森
戸
書

記
長
は 、

独
自
カ
ッ
ト
の

即
時
回
復
や 、

す
べ
て
の

現
給
保
障
の
継
続 ‘

扶
簑

手
当
の
拙
速
な
見
直
し
反

対 ‘

学
校
現
場
の
実
態
に

即
し
た
高
齢
雇
用
施
策
等

を
も
と
め
た 。

こ
れ
を
受
け
高
井
教

育
長
は
「
ご
意
見
は
持
ち

帰
り

検
討
す
る」

と
回
答

し 、

交
渉
を
終
え
た 。

※
詳
細
は
闘
争
速
韓
g
,

参
照

第
36
集
よ
り）

ず
;

7

ら
よ

”
 t

＼
し
し
t

�
 

�
 

「
小
さ
い
秋

見
つ
け
た」

丹
波
市
立
崇
広
小
学
校

四
年

本
田

こ
と
か

ー

（一財）兵庫県学校厚生会
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毎日忙しくて、胸をときめかせるような出会いのチャンスが
なかなかない...とお悩みの皆さんに、厚生会は素敵な出会いを
お手伝いしています。

昨年度のパーティーでは、7組のカップルが誕生しま した。
仕事上の喜びや悩みを分かち合えるパート ナーをお探しの方

は、勇気を出して一歩踏み出してみませんか。
心躍るクリスマスシーズンに素敵なパートナーを見つけましょう。

開催日時 2016年 12 月 10 日（土） 15:30-20:30 

会 場ホテル北野プラザ六甲荘

募集対象

募集人数

参加費

申込締切

現職会員・現職準会員・

会員以外の公立学校臨時講師（いずれも本人）

※25歳から45歳までの独身の方

男性30名・女性30名（最少実施人数男女各15名）
※申込み多数の場合は抽選となります。ご了承ください。
1人3,000円 ※2月給与引去り

会員以外の臨時講師は3,500円

（支払方法は「参加決定通知」でご案内します）
11 月18 日（金）［必着］

※締切後、自宅あてに参加決定通知書を送付します
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CONTENTS 

●ショ ートタイム自己紹介で
全員との顔合わせ

●一対ーでのトークタイム
●食事をしながらのト ー クタイム
●カップリング
●プレゼント交換＊プレゼント(500円程度）をご用意ください

＊当日はアルコ ールの提供があります

内心り
（ピュッフェ ・ フリ ー ドリンク）

日
（一財）兵庫県学校厚生会事業企画部福祉課
〒650-0012 神戸市中央区北長狭通4-7-34
TEL (078) 331-9968 FAX (078) 322-3582 
スマイルポート http://www.kouseikai.or.jp/＊ 

■主催(-財）兵雨県学校厚生会 ■協賛（公財）日本教育公務員弘済会兵庫支部
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